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オホーツク管内公立小学校等のフッ化物洗口の再開について 
 

北海道教育庁オホーツク教育局 

 

１ 概要 
   「北海道教育推進計画（平成 30 年度～平成 34 年度）」において「フッ化物洗口を
実施している小学校の割合」を平成 34 年度（令和４年度）までに 100％達成するこ
とが設定されており、オホーツク管内においては、すでに達成している一方、令和 
２年以降、新型コロナウイルス感染対策により中断している市町村がある。 
北海道教育庁オホーツク教育局は、管内市町村教育委員会に対し、管内すべての小

学校でフッ化物洗口を再開するよう、要請を行っているところ。 
 
２ 現状と課題 
  (1) これまでの取組状況 
     令和２年１月末時点では実施率 100％であったが、令和２年２月以降新型コロナ

ウイルス対策により、令和５年５月時点では９市町が中断していたが、市町村教育
委員会や小学校等の御協力のもと、令和５年 12 月時点で管内 14 市町村の小学校等
で再開ができた。 

 
(2) 課題 
  令和５年 12 月時点で、１市３町においては、再開ができておらず、網走市にお
いては、再開時期が未定である。 

 
 ○再開・中断状況（令和５年 12 月現在） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〔実施・再開済み〕２市 12 町村 
  ・北見市 ・紋別市 ・大空町 ・津別町 ・斜里町 ・清里町  
・訓子府町 ・置戸町 ・佐呂間町 ・湧別町 ・滝上町 ・興部町  
・西興部村 ・雄武町 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〔令和６年４月に再開予定（現在、中断中）〕３町 
  ・美幌町 ・小清水町 ・遠軽町  
 
 
〔再開未定（現在、中断中）〕１市 
  ・網走市 
 

 

３ 問題点 
    ・フッ化物洗口の必要性に対する市町村教育委員会の理解の程度に差がある。 
  ・再開時には教職員の業務負担が発生するため、改めて理解を得る必要がある。 
 
４ 今後の対応 
   ・中断中の市町村教育委員会に対し継続して状況を確認する。 
  ・引き続き、教育委員会に対し状況確認を行い、再開完了まで要請を行う。 
 

 


